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令和３年度第１回鎌ケ谷市環境審議会 会議録（書面会議） 

 
第１ 開催日 
  令和３年８月２４日（火）から令和３年９月２１日（火）まで（審議期間） 

 
第２ 開催場所 
   ― 

 
第３ 出席者 
１ 委員     木下 勇 委員、長谷川 雅美 委員、時田 將 委員、岩井 武巳 委員  

小髙 魁 委員、野田 正治 委員、九谷 林太郎 委員、山中 隆之 委員 

 
２ 事務局   市村 昌子 市民生活部副参事（事）環境課長、 

米井 幸男 課長補佐（事）環境保全係長、 
畠山 努 副主幹（事）環境計画係長、  
滝口 明宏 主査、清水 恭兵 主任主事、森岡 彩夏 主事補 

第４ 議題 
１ 議題１ 市民及び事業者意識調査（アンケート）の設問内容について 

市民意識調査および事業者意識調査について、それぞれ３案（Ａ・Ｂ・Ｃ）の順

位付けを行う。その後、順位を考慮し、最終的な設問内容を決定する。 

２ 議題２ 環境基本計画策定に係る全体のスケジュールについて 

   令和３年度のスケジュール案を提示する。 
 

第５ 傍聴者 
 なし 

 
第６ 会議の公開 非公開について 
   公開 

 

第７ 開会 

   令和３年度第１回鎌ケ谷市環境審議会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の

観点から書面会議とし、令和３年８月２４日付け鎌環第５５７号の通知日を開会日

とした。 

 

第８ 会議録署名人の指名 

  会議録署名人に、長谷川 雅美 委員、時田 將 委員を指名した。 

 

第９ 議事内容 
１ 議題１ 市民及び事業者意識調査（アンケート）の設問内容について 
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（１） 議決結果 

 市民意識調査：Ａ案（１位）をベースに、委員の意見を反映させたものに決定。  

委員からの意見【反映させたもの】 

 市民意識調査（Ａ案）問１１ 

 意見：「知っていますか」という問いかけでよいのか。知る、知らないはこのアン

ケートで知ることになるし、仮に知らないが多くても、そこの広報が課題

としても、この問題はどう対応するかが大事な点であるので、一時的なそ

ういう質問をするよりも「気候変動の影響で心配な点はどれですか」とし

た方がよいのではないか。 

 対応：「どのような気候変動の影響を知っていますか」を「気候変動の影響で心配 

なことはどれですか」に変更した。また、選択肢１１の文言「すべて知ら 

ない」を「気候変動の影響を知らないので、心配していない」に変更した。 

   市民意識調査（Ａ案）問１３ 

   意見：知っているか否かの質問よりも、下記のような選択肢から選んでいただく

形式にするのはどうだろうか。 

１．生物多様性が豊かな優れた自然環境の保全 

２．河川や水路などの水辺の保全 

３．希少な動植物の生息・生育地の保全 

４．カミツキガメ、ハクビシン等外来生物による生態系への影響の防止 

５．生物多様性の重要性やその保全に関する市民への普及啓発 

６．市民が自然と触れ合う機会・場をもっと設けること 

７．市民や市内事業者等が取り組む生物多様性の保全活動に対する支援 

８．特に取り組む必要はない 

９．生物多様性について知らないし、関心がない 

10. その他（                                          ） 

   対応：意見を参考とし、下記の設問とした。 

      問１３  生物多様性を守るために市が重点的に取り組むべきことはどれだ

と思いますか。あてはまる番号を３つまで○で囲んで下さい。 

       １．生物多様性が豊かな優れた自然環境の保全 

２．河川や水路などの水辺の保全 

３．希少な動植物の生息・生育地の保全 

４．カミツキガメ、ハクビシン等外来生物による生態系への影響の防止 

５．生物多様性の重要性やその保全に関する市民への普及啓発 

６．市民が自然と触れ合う機会・場をもっと設けること 

７．市民や市内事業者等が取り組む生物多様性の保全活動に対する支援 

８．特に取り組む必要はない 

     ９．その他（                       ） 

 委員からの意見【その他】 

 市民意識調査（Ａ案）問１０選択肢⑪ 
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 意見：再生可能エネルギー、自然エネルギーの「電力」を「電力事業者の利用」 

    としてはどうか。 

 対応：本選択肢は再生可能エネルギーおよび自然エネルギーの買電を意味してい 

    るため、「電力」という表現とする。 

 市民意識調査（Ａ案）問１１コラム 

 意見：ここに説明を加えることにより、知っているかの質問も心配の質問も誘導 

のバイアスとなるため、削除すべきではないか。 

   対応：環境問題等へ興味のない層に対して地球温暖化の影響を知って頂くことを

目的とした設問とコラムであるため、このまま載せることとする。 

 市民意識調査（Ａ案）問１２、１４ 

 意見：なぜあてはまるものが５つまでなのか。「あてはまるものいくつでも」では 

    まずい理由が何かあるのか。 

   対応：優先順位をつけるために、数を限定している。あてはまるもの全てとする

と、すべてが○になってしまうこともある。可能な限りすべてに対応して

いくべきではあるが、限られた財源のなかで優先的に取り組むべき施策を

抽出するための５つまでとしている。 

   市民意識調査（全般について） 

   意見：意識調査はあくまで一般的な内容であるため、その前に、まずは鎌ケ谷市

職員へのヒアリングを行うことが必要であると考える。 

 

 事業者意識調査：Ａ案（２位）とＢ案（１位）が僅差であったため、別紙設問一

覧のオプション①地域環境活動（Ａ案）とオプション②気候変

動（Ｂ案）の設問を両方採用することとした。また、下記のと

おり委員から意見のあったＣ案の要素も追加した。 

 委員からの意見【反映させたもの】 

 事業者意識調査（Ｃ案）問６－１ 

 意見： 追加でＡ案の地域との関連の項目１つ「地域の環境活動への参加・支援・ 

連携」を入れるのはどうか 

   対応：別紙設問一覧のオプション③循環型社会（Ｃ案）の食品ロスとプラスチッ

クごみ削減の取り組みを問６－１に 1つずつ追加した（⑰⑱）。代わりに⑥

事業所敷地内の緑化、㉔ＴＣＦＤを削除した。 

   委員からの意見【その他】 

   事業者意識調査（Ｃ案）問６－１ 

   意見：さらに「ＳＤＧｓへの取り組み」というのは入れなくてよいか。 

   対応：ＳＤＧｓについては、環境以外の幅広い分野も含むこととなるので今回の

選択肢は環境分野に限定する。 

   事業者意識調査（Ｃ案）問１０選択肢１ 

   意見：「企業イメージ・信用性の向上」とあるが、イメージとＣＳＲは分けた方が

よいのではないか。選択肢を「企業イメージ」「企業の社会的責任（ＣＳＲ）」
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の二つに分けるのはどうか。 

   対応：環境活動への取り組みにより得られた効果を問う設問である。そのため、

本選択肢はＣＳＲとして取り組んだ結果、イメージ・信用性が向上したと

いうことを表している。 

   事業者意識調査（Ｃ案）問１２ 

 意見：なぜあてはまるものが３つまでなのか。「あてはまるものいくつでも」では 

    まずい理由が何かあるのか。 

   対応：優先順位をつけるために、数を限定している。あてはまるもの全てとする

と、すべてが○になってしまうこともある。可能な限りすべてに対応して

いくべきではあるが、限られた財源のなかで優先的に取り組むべき施策を

抽出するための３つまでとしている。 

   （２） 議決年月日 
    令和３年９月２１日  

２ 議題２ 環境基本計画策定に係る全体のスケジュールについて 
（１） 議決結果    

    令和３年度のスケジュール案について賛成全員で可決。 

    なお、委員から、計画策定に関しては委託先に任せるだけでなく、市職員も 

自発的に関わるべきであるとの意見があった。 

（２） 議決年月日 

    令和３年９月２１日 

 

第１０ 閉会 

以上、会議の経過を記載し、相違ないこと証するため、次に署名する。 

 
令和３年１０月２８日 

 
 

署名人 長谷川 雅美       

 
 

署名人 時田 將         


